
火 災 保 険 無 料 相 談

その保険、本当に必要かプロに相談しませんか？



火災保険の必要性とは？
火災で全焼してしまった場合は、建物の再建費用と家具などの

家財購入費用が必要になりますが、火災保険に未加入の場合は、

建物再建費用と家財購入費用のすべてを自身で負担しなければ

なりません。

被害が大きければ家の立て直しが必要となり、

その損害は1,000万円以上に及ぶことも十分考えられます。

特に住宅ローンがある方や住宅と仕事場を兼用している方が、

火災保険に未加入の場合に火災が発生してしまうと、

建物再建費用と家財購入費用に加えて住宅ローンの残債や

仕事場を失うことの損失が大きな負担になってしまいます。

火災保険は、こうした大きな経済的損失に備えられるのです。



火災保険の補償があると、こんなときに備えられる！

調理中などに自身が原因で火事を起こしてしまっ

た場合など、

重大な過失がない限りは保険金を受け取ることが

できます。

①自身が火災を起こしてしまったとき



火災保険の補償があると、こんなときに備えられる！

隣家で発生した火災が自宅に燃え移って被害が出たとして

も、

失火の原因となった隣人に重大な過失がなければ、侵害を

賠償してもらうことはできません。

火災保険では、近隣の家からの延焼や消火活動による損害

も補償されます。

➁近隣の家の火災によって被害を受けたとき



火災保険の補償があると、こんなときに備えられる！

火災保険では、台風や竜巻などの風災、台風や

暴風雨が原因で起こる川の氾濫などによる水災、

豪雪による雪災、雹（ひょう）災なども補償の対象

となります。

③自然災害で被害を受けたとき



上記のようなお悩みがある方や、新規加入を検討されている方もご相談ください！



サービスの流れ
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